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イオン性流体-プラズマ遷移領域における水および混合物の物性計測実験
Physical properties of water and alcohol?water mixtures in the transition region between
ionic fluid and plasma
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天王星や海王星をはじめとする氷巨大惑星の内部は、水、アンモニア、メタンなどの混合物で構成されていると考え
られている。これら氷惑星の組成や形成過程を理解することは、既存の状態方程式に依存している。しかしながら、高
温高圧下の状態方程式や物性データは、特に物理的・化学的性質が大きく変わる領域、すなわちイオン性流体から電子
性流体（プラズマ）に遷移する領域において決定的に不足している。惑星内部の化学変化などを理解するためには、こ
の遷移領域での物性実験が必要である。

ここでは、水と混合物に関する 100 GPa超までのレーザー衝撃圧縮実験を報告する。
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